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大学英語教育学会 九州・沖縄支部

第 31 回支部研究大会

The 31st Annual Conference of 
JACET Kyushu-Okinawa Chapter

大会テーマ: 内容を重視した英語教育

Theme: Content-Based Instruction in L2 Learning

九州・沖縄支部長 石井 和仁 (福岡大学)   

大会実行委員長 ロドリゲス八木 美樹 (東海大学) 

日時: 2019年 7月 13日 (土)  9:10 – 17:40 

会場: 東海大学熊本キャンパス 2号館 (〒862-8652熊本市東区渡鹿 9-1-1) 

主催: 大学英語教育学会 (JACET) 九州・沖縄支部 

後援: 熊本県教育委員会、熊本市教育委員会 



プログラム (Program) 

9:10– 受付 (Registration 2号館 2Fホール)

9:40–10:00 開会式 (Opening Ceremony 4F 2401)
総合司会： 川上 典子 (JACET九州・沖縄副支部長 鹿児島純心女子大学)
開会挨拶： 石井 和仁 (JACET九州・沖縄支部長 福岡大学)
会場校挨拶：荒木 朋洋 (東海大学九州キャンパス長)

10:10–11:50 研究発表 I (Presentation I 2F  2201 / 2202 3F 2301 )
◆ 20 min. Presentation & 10 min. Q&A (20分発表、10分質疑応答)
◆ (E) for English Presentation; (J) for Japanese Presentation [(E) 英語、(J) 日本語]

第 1室 (Room 1) [2201] 1 司会: 古村 由美子 (長崎大学)
2 & 3 司会: Kathleen Brown (久留米大学)

1. 10:10–10:40 (E) Japanese English Teachers’ Classroom Interactional Competence
A Report from a Questionnaire Survey 

Hirofumi Hosokawa (Fukuoka Jo Gakuin University)

2. 10:45–11:15 (E) Comparing the Impacts of Study Abroad, Telecollaboration, and On-Campus
Study on the Intercultural Competence of Foreign Language Learners

Juhee Lee (Gyeongsang National University, South Korea)

3. 11:20–11:50 (E) The Discourse Marker ‘But’ in Corpus Data and Textbooks
Inji Choi (Gyeongsang National University, South Korea)

第 2室 (Room 2) [2202] 1 司会: 荒木 瑞夫 (宮崎大学)
2 & 3 司会: 志水 俊広 (九州大学)

1. 10:10–10:40 (J) 理系大学生・大学院生を対象とした実践的専門英語教育

照井 雅子 (近畿大学)

2. 10:45–11:15 (E) Effects of Pair Research Projects in CLIL-Based Seminars on Learners’ 
Interactional Skills and Self-Efficacy Development

   Sakae Onoda (Juntendo University)

3. 11:20–11:50 (E)  Analyzing Professional Speech Events: A Medical Case Study
   Michael Guest (University of Miyazaki)
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第 3室 (Room 3) [2301] 1 司会: 福永 淳 (九州工業大学)
2 & 3 司会: 上村 俊彦 (長崎県立大学)

1. 10:10–10:40 (J)  英語教育における ICTを活用した系統的な自律学習デザイン
ベンソン 華子 (立命館アジア太平洋大学)

2. 10:45–11:15 (E) Representing Diversity in English Use and among English Users in a Curriculum
Change

Gareth Humphreys (Sojo University)
Rob Hirschel (Sojo University)

3. 11:20–11:50 (E) Towards Students’ Active Engagement in Multilingual Communication: A Needs
Analysis

   Tomoko Eto (Ritsumeikan Asia Pacific University)

9:40–16:30 展示見学 (Display) 2号館 2F 2203 / 2204

11:50–12:40 昼食 (Lunch Break)

12:40–13:10 支部総会 (Business Meeting 4F 2401)

13:15–14:20 研究発表 II (Presentation II 2F  2201 / 2202    3F  2301)
◆ 20 min. Presentation & 10 min. Q&A (20分発表、10分質疑応答)
◆ (E) for English Presentation; (J) for Japanese Presentation [(E) 英語、(J) 日本語]

第 1室 (Room 1) [2201] 1 & 2 司会: 柿元 悦子 (九州産業大学)

1. 13:15–13:45 (J) 難しい内容に挑戦するための授業設計 ― 反転授業の可能性

奧田 阿子 (長崎大学)

2. 13:50–14:20 (J) ひびきの英語学習支援プロジェクトにおける技能統合型の語学授業・評価の取

り組み

柏木 哲也 (北九州市立大学)
岡本 清美 (北九州市立大学)
植田 正暢 (北九州市立大学)

筒井 英一郎 (北九州市立大学)

第 2室 (Room 2) [2202] 1 & 2 司会: 坂本 育生 (鹿児島大学)

1. 13:15–13:45 (E) In View of CLIL from Theory to Practice: Why and How CLIL is Uniquely Suited
to English Classroom Learning and Teacher Development in Japan

Fumi Takegami (Prefectural University of Kumamoto)

2. 13:50–14:20 (E) Using a ‘Surround Sound’ Pedagogical Construct to Maximize Efficacy in
Content-Based Reading Instruction

Jonathan Shachter (Kyushu Sangyo University)
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第 3室 (Room 3) [2301] 1 & 2 司会: 吉重 美紀 (鹿屋体育大学)

1. 13:15–13:45 (E) Evaluating and Improving the Pronunciation and Speaking Ability of Japanese
L2 English-Learners Using Speech Shadowing, AI, and Robots

Hiroe Nakashima Tanaka (University of Nagasaki, Siebold Campus)
Takeshi Matsuda (University of Nagasaki, Siebold Campus)
Andrew Haddow (University of Nagasaki, Siebold Campus)

Kaito Suzuki (University of Nagasaki, Siebold Campus)

2. 13:50–14:20 (E) Comparison of Vocabulary Size Test Results between Learner Data and LSA
Data

Makoto Yoshii (Prefectural University of Kumamoto)

14:30–15:40 基調講演 (Keynote Speech 4F 2401)  (J)

司会： 安浪 誠祐 (熊本大学)

演題: 内容重視の英語教育の理想と現実 ― ESP・CLIL・EMI・
CBIの整理と統合の可能性

講演者: 寺内 一 (高千穂大学・JACET会長)

15:50–17:30 大会シンポジウム (Symposium 4F 2401) (E)

Theme: Content-Based Instruction in L2 Learning
テーマ: 内容を重視した英語教育

パネリスト： 藤田 玲子 (東海大学湘南キャンパス)

パネリスト： Christopher G. Haswell (九州大学)

パネリスト： ロドリゲス八木 美樹 (東海大学熊本キャンパス)

コーディネーター： 山内 ひさ子 (元長崎県立大学)

17:30–17:40 閉会式 (Closing Ceremony  4F 2401)
挨拶： 山元 里美 (西南学院大学)

18:00–19：30 懇親会 (Party  シエスタ  カフェテリア)
司会：米岡 ジュリ (熊本学園大学)
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JACET九州・沖縄支部第 31回支部研究大会実行委員

ロドリゲス八木 美樹 (東海大学・熊本キャンパス、大会実行委員長)
石井 和仁 (福岡大学、九州・沖縄支部長)

林 日出男（熊本学園大学）

安浪 誠祐（熊本大学）

米岡 ジュリ（熊本学園大学）

a
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お知らせ・お願い (To Participants)

1. 受付: 東海大学熊本キャンパス 2号館 2階ホールにて行います。
2. 参加費: JACET会員、協賛企業関係者は無料です。非会員の方は、受付で資料代として 1,000
円 (学生は学生証提示の上、500円) を申し受けます。

3. 懇親会: 大学内 Siesta（カフェテリア）にて、大会終了後 18:00-19:30に行います。会費はお一人
4,000円です。別紙の要領に従って登録専用ウェブサイトよりお申し込み下さい。
なお、懇親会の前日や当日のキャンセルはお断りしております。

4. 展示会場: 受付のある、2号館 2203，2204教室にてご覧いただけます。
5. 歓談スペース: 2303教室。
6. 荷物預かり: 荷物預かりサービス等はございませんので、各自で管理をお願いします。
7. コンビニエンスストア: 駅横のキャンパス内にありますのでご利用下さい。
8. 昼食: 当日は大学内の学食 (欅会館) が営業しております。高校生の利用がありますので、お
早めにお済ませください。

9. お問い合わせ: 大会当日のお問い合わせは、受付コーナーのスタッフにお尋ねください。
10.駐車場はございませんので、公共機関をご利用ください。

発表者の方へ （To Presenters）

1. 発表時間： 30分 (発表 20分＋質疑応答 10分) です。
時間の延長、発表順序の変更はいたしません。

2. 機器動作確認： 機器の動作確認等については、各発表教室にて発表者ご自身で行って下さ
い。原則として午前中は受付後から研究発表 I開始前までの時間帯、午後は昼食休憩時間から
総会までの時間帯にお願いします。

3. 当日コピーサービスは利用できません。配布資料等はあらかじめご準備ください。

東海大学熊本キャンパスへのアクセス (Access)

JR豊肥線 ※鉄道・駅のご案内は『JR九州公式ホームページ』よりご確認ください。 

・熊本駅から下り普通電車で約 12分、「東海学園前」駅下車 目の前 

産交バス ※時刻・運賃のご案内は『産交バス公式ホームページ』よりご確認ください。 

・熊本交通センターから約 21分、「東海学園前」下車 正門まで徒歩約 1分 

お問い合わせ (Inquiry)

大学英語教育学会 九州・沖縄支部事務局

〒808-0135 北九州市若松区ひびきの 1-1 北九州市立大学基盤教育センターひびきの分室
筒井英一郎 研究室内

phone: 093-695-3728
e-mail: e-tsutsui@kitakyu-u.ac.jp 




